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研究成果概要 
 本研究では，浜松ホトニクス社の 1mm 角

50μm ピッチ 400 ピクセルと 100 μm ピッチ 100
ピクセル MPPC のそれぞれの基礎特性を調べ

た． 
ゲインのバイアス電圧特性は 2.6×106 /V (100 

ピクセル)と 6.0×105 /V (400 ピクセル)で，超過

電圧特性で見ると温度依存性が無いことがわか

った（右上図）．ピクセルサイズによるこの特性

の違いは，静電容量の違いが反映されていること

が確認された．バイアス電圧を固定した場合のゲ

インの温度特性は，100 ピクセルに対して，

−3.3×104 /°C，400 ピクセルに対して−1.4×105 /°C
と得られた（右下図）． 
ノイズについての特性では，ダークノイズを主

とするノイズレートは，超過電圧，温度，ピクセ

ルサイズに依存していること，クロスト―ク発生

確率はピクセルサイズに依存し，超過電圧特性は

指数関数と一次直線の和で表せること，クロスト

―クとアフターパルスの和の発生確率の超過電圧

特性は温度に依存せず，0.45 /V (100 ピクセル)と
0.28 /V (400 ピクセル)であること，などがわかっ

た． 
 今後は，3mm 角 MPPC で同様に特性を調べ，

それぞれの特性の物理的要因を突き止め，ノイズ

レートの軽減を図る． 
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